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－ 国交省告示第 15 号 別添一より － 

１ 設計に関する標準業務 

一 基本設計に関する標準業務 

建築主から提示された要求その他の諸条件を設計条件として整理した上で、建築物の配置計画、

平面と空間の構成、各部の寸法や面積、建築物として備えるべき機能、性能、主な使用材料や設

備機器の種別と品質、建築物の内外の意匠等を検討し、それらを総合して、成果図書を作成する

ために必要な業務をいう。 

基本設計に関する標準業務の項目及び業務内容 

項     目 業務内容 

(1)設計条件等の

整理 

(ⅰ)条件整理 耐震性能や設備機能の水準など建築主から提示されるさまざ

まな要求その他の諸条件を設計条件として整理する。 

(ⅱ)設計条件の 

変更等の場合の

協議 

建築主から提示される要求の内容が不明確若しくは不適切な

場合又は内容に相互矛盾がある場合又は整理した設計条件

に変更がある場合においては、建築主に説明を求め又は建築

主と協議する。 

(2)法令上の諸条

件の調査及び

関係機関との

打合せ 

(ⅰ)法令上の 

諸条件の調査 

基本設計に必要な範囲で、建築物の建築に関する法令及び

条例上の制約条件を調査する。 

(ⅱ)建築確認申請に

係る関係機関と

の打合せ 

基本設計に必要な範囲で、建築確認申請を行うために必要な

事項について関係機関と事前に打合せを行う。 

(3)上下水道、ガス、電力、通信等の 

供給状況の調査及び関係機関との 

打合せ 

基本設計に必要な範囲で、敷地に対する上下水道、ガス、電

力、通信等の供給状況等を調査し、必要に応じて関係機関と

の打合せを行う。 

(4)基本設計方針

の策定 

(ⅰ)総合検討 設計条件に基づき、様々な基本設計方針案の検証を通じて、

基本設計をまとめていく考え方を総合的に検討し、その上で業

務体制、業務工程等を立案する。 

(ⅱ)基本設計方針の

策定及び建築主

への説明 

総合検討の結果を踏まえ、基本設計方針を策定し、建築主に

対して説明する。 

(5)基本設計図書の作成 基本設計方針に基づき、建築主と協議の上、基本設計図書を

作成する。 

(6)概算工事費の検討 基本設計図書の作成が完了した時点において、当該基本設

計図書に基づく建築工事に通常要する費用を概算し、工事費

概算書（工事費内訳明細書、数量調書等を除く。以下同じ。）

を作成する。 

(7)基本設計内容の建築主への説明等 基本設計を行っている間、建築主に対して、作業内容や進捗

状況を報告し、必要な事項について建築主の意向を確認す

る。また、基本設計図書の作成が完了した時点において、基

本設計図書を建築主に提出し、建築主に対して設計意図（当

該設計に係る設計者の考えをいう。以下同じ。）及び基本設計

内容の総合的な説明を行う。 

 


